
 

 

 

民 主 島 根 （1） 2024年 5月 19 日 

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ

て
７
７
周
年
の
３
日
、
日
本

共
産
党
の
尾
村
利
成
島
根
県

議
、
村
穂
江
利
子
党
県
副
委

員
長
、
舟
木
健
治
、
橘
ふ
み

両
松
江
市
議
ら
は
Ｊ
Ｒ
松
江

駅
前
で
憲
法
を
守
り
生
か
す

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

尾
村
県
議
は
、
能
登
半
島

地
震
は
、
地
震
・
津
波
な
ど

の
自
然
災
害
と
原
発
事
故
が

同
時
に
起
き
る
複
合
災
害
時

の
避
難
が
難
し
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
と
指
摘
。「
原
発

事
故
は
、
憲
法
が
保
障
す
る

生
存
権
、
幸
福
追
求
権
、
財

産
権
な
ど
基
本
的
人
権
を
踏

み
に
じ
っ
た
。
中
国
電
力
は

１
２
月
に
島
根
原
発
２
号
機

を
再
稼
働
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
再
稼
働
な
ど
論
外
で
あ

り
、
原
発
ゼ
ロ
こ
そ
県
民
、

国
民
の
命
と
安
全
を
保
障
す

る
確
か
な
道
」
と
強
調
し
ま

し
た
。 

2024年 
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集
会
後
、
参
加
者
は
「
守

ろ
う
９
条
。
世
界
の
宝
」「
戦

争
さ
せ
な
い
」
と
訴
え
、
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。 

村
穂
氏
は
、
岸
田
政
権
が

物
価
高
騰
な
ど
で
国
民
が
苦

し
ん
で
い
る
も
と
で
、
敵
基

地
攻
撃
能
力
保
有
、
軍
事
費

倍
増
な
ど
大
軍
拡
を
す
す
め

て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判

し
、
「
今
こ
そ
戦
力
不
保
持
・

交
戦
権
否
認
を
定
め
た
憲
法

９
条
を
生
か
し
た
政
治
を
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
か
ら
声

援
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

宣伝する橘、村穂、尾村、舟木の各氏ら（松江市） 

憲
法
９
条
は
世
界
の
宝

「
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ

の
集
い
」（
憲
法
改
悪
反
対
！

５
・
３
実
行
委
員
会
主
催
）

が
３
日
、
松
江
市
で
開
か
れ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
神
父
の
原

田
豊
己
氏
が
「
『
人
権
・
命
・

平
和
・
共
存
』―

今
の
時
代

に
日
本
国
憲
法
を
活
か
す
と

は
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し

た
。 原

田
氏
は
、
大
日
本
帝
国

憲
法
か
ら
日
本
国
憲
法
が
で

き
る
過
程
の
な
か
で
「
憲
法

９
条
が
で
き
て
７
７
年
間
、

戦
争
を
し
な
か
っ
た
こ
と
は

大
き
な
歴
史
的
な
成
果
。『
戦

争
を
し
な
い
』
と
誓
っ
た
憲
法

を
変
え
、
ま
た
戦
争
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
す
す
め
ら
れ
て

い
る
」
と
強
調
。「
私
た
ち
は

憲
法
に
あ
る
権
利
が
あ
る
。
選

挙
権
を
行
使
し
て
次
の
世
代

に
憲
法
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
益
田
後
援
会

は
４
月
２
８
日
、
希
望
あ
る
未

来
を
語
る
「
春
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、

新
春
の
集
い
が
開
催
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
久
々
の
集
い
開

催
と
な
り
ま
し
た
。 

向
瀬
慎
一
西
部
地
区
委
員

長
は
開
会
あ
い
さ
つ
で
、
要
求

実
現
の
運
動
を
日
常
化
す
る

と
と
も
に
、
党
勢
拡
大
を
握
っ

て
離
さ
な
い
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。 

亀
谷
ゆ
う
子
衆
院
島
根
２

区
予
定
候
補
（
大
田
市
議
）

は
自
己
紹
介
し
た
後
、「
市
議

と
し
て
市
民
要
求
を
議
会
へ

届
け
、
実
現
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
き
た
日
々

で
す
。
こ
の
実
感
を
様
々
な

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

（
写
真
） 

約
４
０
名
の
参
加
者
は

「
共
産
党
国
会
議
員
団
の
論

戦
ハ
イ
ラ
イ
ト
」
や
、
田
村

智
子
委
員
長
の
「
入
党
よ
び

か
け
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、

学
習
・
交
流
し
ま
し
た
。 

亀
谷
氏
は
津
和
野
町
も
訪

れ
、
寺
戸
昌
子
町
議
ら
と
と

も
に
街
頭
宣
伝
も
行
い
ま
し

た
。 

 

中
国
電
力
が
島
根
原
発
２

号
機
の
タ
ー
ビ
ン
建
物
内
で

安
全
対
策
工
事
の
電
源
供
給

に
使
用
す
る
仮
設
分
電
箱
に

焦
げ
た
跡
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
と
発
表
（
４
月
３
０

日
）
し
た
こ
と
を
受
け
、
日

本
共
産
党
県
議
団
（
尾
村
利

成
団
長
）
は
９
日
、
県
に
対

し
、
原
因
の
徹
底
究
明
と
再

発
防
止
対
策
の
策
定
と
合
わ

せ
、
２
号
機
の
再
稼
働
中
止

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
村
穂

江
利
子
県
副
委
員
長
、
亀
谷

ゆ
う
子
衆
院
島
根
２
区
予
定

候
補
、
松
江
市
議
団
が
同
席
。 

要
請
は
▽
中
電
に
火
災
原

因
を
明
ら
か
に
さ
せ
、
実
効

あ
る
再
発
防
止
対
策
の
策
定

と
県
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
さ
せ
る
▽
中
電
、
協
力
会

社
の
社
員
に
福
島
原
発
事
故

や
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
な

ど
安
全
に
対
す
る
意
識
改
革

の
徹
底
を
求
め
、
原
発
安
全

神
話
か
ら
の
決
別
を
図
ら
せ

る
▽
現
行
の
避
難
計
画
の
実

効
性
の
再
検
証
▽
２
号
機
の

再
稼
働
同
意
は
撤
回
し
、
原

発
ゼ
ロ
の
政
治
決
断
を
行
う

こ
と
の
４
項
目
。 

尾
村
氏
は
、
中
電
が
ト
ラ

ブ
ル
を
繰
り
返
す
の
は
①
電

力
業
界
の
利
潤
を
第
一
と
す

る
国
の
原
発
推
進
政
策
②
こ

の
地
域
で
電
力
供
給
を
ほ
ぼ

独
占
す
る
特
権
意
識
と
お
ご

り
③
原
発
は
事
故
を
起
こ
さ

な
い
と
い
う
安
全
神
話
に
浸

か
り
き
っ
て
い
る
こ
と
に
あ

る
と
し
、「
中
電
に
原
因
を
徹

底
究
明
さ
せ
る
な
ど
県
は
毅

然
と
し
た
対
応
を
」
と
要
請
。 

森
本
敬
史
防
災
部
長
は

「
住
民
に
不
安
を
与
え
る
事

案
の
原
因
分
析
を
求
め
、
今

後
も
安
全
教
育
の
状
況
を
注

視
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

５月２９日（水）  参加無料 

  １８：３０～２０：００ 

ビッグハート出雲・黒のスタジオ 

５月３０日（木）  参加無料 

  １８：３０～２０：００ 

島根県民会館・３０８会議室 

島根原発２号機の再稼働ストップへ 
●５月１３日～１５日に石川県・志賀原発（志賀町）の調査へ 

日本共産党島根県委員会は、尾村利成県議を先頭に、村穂江利子・党県副

委員長、亀谷ゆう子・党県常任委員、遠藤秀和・党県議団事務局長の４氏を

代表団として、５月１３日～１５日に石川県・志賀町を現地調査しました。 

志賀町役場では、町環境安全課の担当者から被災状況や避難・防災対策な

どの現状と課題などを聴取しました。地元の共産党町議と懇談するとともに

医療・福祉施設や避難所などを訪問し、住民の声を聞き取りました。 
 

●同じ半島部・島根半島でも住民から聞き取り調査を実施 

 党県議団や松江、出雲の両市議団として、島根半島（鹿島町、美保関町、

島根町、出雲市地合町）の住民の声や要望を聴取する活動を始めています。 


